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「つながり」 令和４年度中高連携推進会議 令和４年11月17日（木）
於 京都府立綾部高等学校

本年度より高等学校の新入生から新学習
指導要領が年次進行で実施され、幼・小・
中・高が同じ学習指導要領で接続されまし
た。新学習指導要領では、学習の基盤とな
る資質・能力の一つに情報活用能力が位置
付けられており、府立高校においても今年
度新入生から一人１台端末を活用した新し
い授業の展開が求められています。
このような背景から、本年度の中高連携
推進会議は、教科におけるICTの活用を通し
た「個別最適な学び」や「協働的な学び」
の工夫をテーマに実施しました。
京都府立綾部高等学校を会場とし、中丹
域内の中学校と中丹通学圏府立高等学校
（附属中を含む）の教務主任・教務部長、
情報教育（教科におけるICT推進）の主担当教
員等、37名に参加いただき、授業見学や研
究協議を行い校種を越えた交流や協議を通
して連携を深めました。

【授業見学・授業説明】
綾部高校にはICTを活用した高校の授業を公開していた
だき、様々な活用方法を見せていただきました。また、
学校全体におけるICTの活用状況、各教科におけるICT活
用のねらいや視点について説明していただきました。

【課題提起】
まず使ってみる段階から、授業の場面

や機器の特性に応じた効果的な活用、さ
らにすべての子どもたちが目標やねらい
を達成するためのツールとしての活用へ。
そのために、校種を越えた段階的・系統
的なつながりをもつことが大切です。

【研究協議】 （テーマ） 授業において個別最適な学びや協働的な学び
に繋がる効果的なICTの活用とは

本会議の目的は、すべての子どもたちが生まれ育つ環境に左右されることなく、将来を切り拓いて
いけるように中高の教員の交流を通して、スムーズな中高の接続を推進することです。

【参加者の感想・振り返り】

○ICTを活用することがゴールになるのではなく、
その先の生徒達の成長に目標を設定して活用する
ことが大切だと感じました。
○中学校でICTをどのように活用して学び、どのよ
うな力を身に付けて高校に入学してくるのかを知
るために、本日のような場だけではなく、日常的
な情報交換等が必要だと思いました。
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上記のテーマに沿って、①ICT機器の活用に伴う生徒の変容
（生徒ができるようになったこと・生徒に付いた力）、②生徒の
学びにつなげるためのICT機器の活用から見えてきた課題につい
てを出し合い、③課題を解決するためにできることについて協議
しました。思考力を育てる重要性や、ねらいを明確にした授業改
善の工夫等が挙げられ、活発な議論が行われました。

○校内の先生方や、他校種の先生方との意見交流が
増えていけば、「子どものため」という視点が
ICTの活用や授業改善に繋がると思いました。
○生徒が高校に入学したとき、その差が学習を進め
ていく上での障壁になると思うので、中学校でど
のようなことをしたかを高校につなぐことの大切
さを感じました。
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